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〔目的〕

角膜の上皮または内皮が，眼内手術や外傷などにより機械的に破壊されたり，薬物や温度の影

響によりその透過性が変ると，角膜は房水または涙液を吸って膨潤することは，古くより知られ

た事実である。乙の角膜の膨潤とは，その90%を占める実質の膨潤を意味するが，実質が膨潤し

たとき実質細胞はどのような形態学的変化をうけるか全く明らかでない。角膜実質の膨潤は，間

質と実質細胞の両者に起こるのか，それとも間質のみに起こるのかの問題を解明することは，形

態学的見地から興味があるのみでなく，膨j閏の生理学を理解する上に極めて重要なことである。

そ乙で， 今回著者は， 正常時および in vivo で内皮を機械的に障害したときの膨潤角膜の実

質細胞の変化を電子顕微鏡を用いて検索した。

〔方法ならびに成績〕

(方法)

体重約 2kg の正常白色家兎を使用，正常角膜 6 眼， 膨潤角膜 9 限 (in vivo で ya注射針を前

房中に刺入し中央部角膜内皮に乱切創を加え内皮障害後 1 時間のもの 2 眼， 4 時間のもの 2 眼，

24時間のもの 2 眼， 96時間のもの 3 眼)計15眼の眼球摘出をおこない，その角膜中央部から角膜

表面に垂直に電子顕微鏡のための超薄切片を作製，鏡見した。

(成績)

1 )正常角膜実質細胞

先人のすでに記載せるものとほぼ同様な観察所見をえた。特記すべき所見は細胞突起で，目安

原線維層板間で層板に平行な方向に伸展するもののみならず，細胞体からつづいて前後の層板

内に垂直方向にいろいろの角度や形態をなして進入するものが見出された。
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2 )膨潤角膜実質細胞

角膜内皮の機械的損傷により角膜は次第に膨潤し， 96時間後最も顕著となった。乙の膨j間過

程における形態的変化は，

1 )内皮障害後 1 時間では，ほとんど正常と差はなかった。

II) 内皮障害後 4 時間では，細胞・核ともやや厚味をまし水平方向の細胞突起の収縮の始まり

と思われる所見もみられた。

皿)内皮障害後24時間では，細胞突起の短縮，細胞全体の円形化，核の変形(円形~分葉形)，

細胞周囲の間隙の発生および修原線維の配列の乱れなどが認められた。

皿)内皮障害後96時間では，上記の変化は更により高度に認められた。

ζ の全過程を通じて，角膜実質細胞は細胞内小器官，核などその微細構造にはほとんど変化な

し腰原線維もそれ自体の太さは正常時とほぼ同一であった。しかし膨潤につれて，穆原線維の

密度は{尽くなった。

〔総括〕

体重約 2kg の白色家兎角膜の， 正常時および内皮の機械的障害による膨潤時の角膜実質細胞

を電子顕微鏡を用いて形態的に検索し，以下の結論をえた。

1 )正常角膜実質細胞

実質の穆原線維層板間で水平方向にのびる細胞突起のみならず，前後の豚原線維層板内に，

実質細胞体から垂直方向に進入する細胞突起を認めた。

2 )膨潤角膜実質細胞

膨潤の進行にともなって，細胞・核とも円形化を呈し，細胞周辺では，目安原線維の配列の乱

れ，液の貯溜像を認めた。しかし細胞内小器官，穆原線維自体の微細構造には変化を認めなか

った。このことは in vivo における角膜実質の膨潤は，線維間膨潤 (interfibri11ar swel1ing) 

であって，実質細胞は円形化するが細胞自体の膨潤は起こらないことを意味するものと思われ

る。

論文の審査結果の要旨

本論文は，臨床的にしばしば遭遇する膨潤角膜の実態を，形態的に研究する目的で，家兎角膜

実質を電子顕微鏡を用いて観察した結果，正常角膜実質では，層板内に進入する細胞突起の存在

をはじめて明らかにしている。膨潤角膜実質では，細胞の円形化，細胞突起の短縮，細胞周囲の

間隙，腰原線維の配列の乱れなどを認めているが，細胞内小器官，膝原線維自体には変化を認め

ていない。 このことから in vivo での角膜実質の膨潤は， 間質の原線維間物質 l乙起こることを

明らかにしている。このことは，角膜混濁の実態の解明に貢献するところ極めて大である。
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